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《歴史&宗教 No015》 

平清水秋葉山頂にある宝篋印塔
ほうぎょいんとう

の解読 
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耕龍寺 

平泉寺大日堂 

 

梵字刻字部；27cm 四方 

銘文刻字部；33cm 四方 

最下部基礎；73cm 四方 
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平清水耕龍寺裏手の図－1 中秋葉山に建立されている宝篋印塔（図 5－2）刻字（銘文・碑文）の

解読について記述します。宝篋印塔はあちらこちらにありますが、特にこれに興味を持ったのは、

別記登場平清水村の「妙現尼（おゆき）」が願主（後記の東面：図－6ab）となっているからです。 

 

１．塔の刻字のこと 

 

宝篋印塔の四面基礎部には、次頁以降図－3ab～図－6ab のような文字が刻まれています。 

 また、塔身部には「梵字」が刻されており同図の上部に記載しています。 

 

２．刻字解読に至る経過 

 

 パソコンの中で検索し楷書に文字起こしをして見ましたが、検出出来ない文字も刻字されていま

す。碑文の意味は皆目見当が付きません。六字五行の定型様式にも見えますが、何かの御経なので

しょうか、いずれにしても仏陀の教えはとても有り難くとても有り難いと、そのご利益・功徳、神

威・仏光に感謝を唱えた言葉なのでしょうか。 私の浅学菲才の技能では如何ともし難く、しか

し、何とか解読したく、次のような経過をたどりました。 

 

その１；2021(R3)年 4月 26 日（月）の午後、山形大学学生センターおよび東北芸術工科大学を

訪問し、解読できる教授はいないか尋ねて来ました。前者は「ホームページを見て、解読出来

そうな教授を特定してから相談に来い。」 後者は「漢文を読める教授・研究者はいない。」と

そっけない返答でした。 

 

その２；2021(R3)年 5月 4 日（火）、この塔がある地主の耕龍寺や「おゆき（南竜山）」と縁があ

る平泉寺に、解読の有無について確認しているが、何もない
N o n

、と言われました。 

 

その３；その後５月下旬ついに解読が叶いました。小立の阿部慎悦さんに相談した処快諾があ

り、毛筆異体文字と現代語との相関を調べられ、読み下しの返り点打ちと粗筋の意訳をしてく

ださいました。 

 

その４；インターネットや書籍で多様な宝篋印塔を見るに付け、特定の御経を印すとは限らない

ようです。ただ、ここのものには「宝篋印陀羅尼
だ ら に

経」の一節（後記 15 頁）が見えます。願主

となった「おゆき」さんは、何らかの複数の御経が頭にあって、その中の一節を織り込みなが

らも全体としては自身の信仰心を独自の言葉で綴ったのでしょう。「おゆき」さんは、民衆の

信仰を集めた南竜山の開祖であるが故に、当時としては並外れた能力と深き崇高な信仰心の持

ち主であり、宗教学はもちろんのこと漢学にも精通していたということでしょう。 

 

その５；なお、後記する意訳の処は、頂戴したご意見に私見を加えて記述したことをお断りして

おきます、ご容赦ください。  
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南面：図-3b 
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西面：図-4a 

アク（不空成就如来） 
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西面：図-4b 
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北面：図-5a 

ウーン（阿閦如来） 
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東面：図-6a 
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３
．
宝
篋
印
塔
刻
字
の
意
訳 

   

☒
１
～
☒
５
ま
で
の
文
節
は
私
が
勝
手
に
区
切
っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
分
り
や
す
く
平
易
な
る
こ
と
を
意
図
し
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
な
読
み
下
し
や
忠
実
な
意
訳
か
ら
は
少
し
ず
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

☒
１ 

経
き
ょ
う
に

曰
い
わ
く

。
爾
時

あ
る
と
き 

佛
ほ
と
け 

説 と
き

二 

是 こ
の 

神

咒

し
ん
し
ゅ
（
じ
ん
し
ゅ
、
し
ん
じ
ゅ
）
を

一 

已
お
え
た

。
諸
佛

し
ょ
ぶ
つ 

如
来

に
ょ
ら
い 

自 よ
り

レ

土 つ
ち 

聚

中

し
ゅ
う
ち
ゅ
う
し 

出 だ
し

レ

聲
こ
え
を

。 

讃
言

さ
ん
げ
ん
す

。
善
哉

よ
い
か
な 

善
哉

よ
い
か
な

。 

以
下
は
お
釈
迦
様
の
教
え
（
経
）
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
時
、
お
釈
迦
様
（
仏
陀
・
釈
迦
世
尊
）
が
呪
文
（
霊
妙
な
呪

言
、
陀
羅
尼
？
・
・
・
）
を
説
き
（
唱
え
）
ま
し
た
。
す
る
と
多
く
の
「
仏
様
と
如
来
（
弟
子
）
」
が
土
よ
り
涌
き
出
て

来
て
、
み
ん
な
集
ま
っ
て
声
を
挙
げ
、
お
釈
迦
様
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
教
え
を
大
い
に
褒
め
讃
え
ま
し
た
。
よ
い
か
な
よ
い

か
な
、
な
ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

☒
２ 

釋
迦

し

ゃ

か

世
尊

せ

そ

ん 

出
い
で
て

二 

濁

悪

じ
ょ
く
あ
く
の

世 よ
を

一
、

爲 た
め

ㇾ

利
り
す
る

二  

無 な
く

ㇾ

依
た
す
け 

無 な
き

ㇾ

怙
た
の
み 

衆

生

し
ゅ
じ
ょ
う
を

一

、
演 え

ん
ㇾ

説 せ
つ

二 

深
ふ
か
き

法
ほ
う
を

一 

如
ご
と
し

ㇾ

是
か
く
の

。 

 

お
釈
迦
様
は
、
汚
れ
と
悪
に
満
ち
た
こ
の
世
に
出

現

さ

れ

て

(

生
ま
れ
な
が
ら
も
悟
り
を
開
き)

、
拠
り
所
や
頼
る
も
の
の
な
い
衆

生
・
民
衆
を
援
け
る
（
利
す
る
）
た
め
意
義
深
い
と
て
も
あ
り
が
た
い
教
え
を
み
ん
な
に
説
き
ま
し
た
。 

 

☒
３ 

法
ほ
う
の

要
か
な
め
は 

久
な
が
く 

住
じ
ゅ
う
し

二 
 

世
間

せ
け
ん
に

一 

利
益

り

や

く

廣
多

こ

う

た 

安
穏

あ
ん
の
ん

快
楽

か
い
ら
く

。 

そ
の
教
え
の
真
髄
（
肝
心

か
ん
じ
ん

要
か
な
め

）
が
長
く
こ
の
世
の
中
に
留
ま
っ
て
、
利
益
が
広
く
多
く
の
人
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、

ま
た
、
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 ☒
４ 

若 も
し

有
あ
り
て

二 

悪
人

あ
く
に
ん

一
、  

死
し
し
て 

墮 お
ち

二 
 

地
獄

じ
ご
く
に

一 

、 

受 う
け

ㇾ

苦 く
を

三  

無 な
く

ㇾ れ

間
あ
い
だ
も

ㇾ

免

脱

め
ん
だ
つ
す
る
こ
と

一 
 

無 な
い

レ

期
お
わ
り
は

。 

し
か
し
（
も
し
も
）、
仏
法
を
信
ぜ
ず
邪
悪
の
心
を
持
っ
た
人
な

れ

ば

(

と
縁
あ
る
人
に
な
る
と)

、
死
ん
で
地
獄
に
落
ち
て
、
免

れ
脱
す
る
暇

あ
い
だ

も
な
く
苦
し
み
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
終
わ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 ☒
５ 

有
あ
り
て

二 

其
子

そ

の

こ

一
、

稱
し
ょ
う
し

二 
 

亡
者

も
う
じ
ゃ
の

名 な
を

一 

、 

誦
と
な
え

ㇾ

上

じ
ょ
う
し
て

二 

神
咒

し
ん
し
ゅ
を

一
、

纔
わ
ず
か
に 

至
い
た
れ
ば

二

七
な
な
つ
が

遍

あ
ま
ね
き
（
く
）

一  

洋
銅

よ
う
ど
う

熱
鐵

ね
っ
て
つ

、 

忽

然

こ
つ
ぜ
ん
と
し
て 

變
へ
ん
じ
て

レ

爲
二 

八 は
っ

功
徳

く
ど
く
の

池
い
け
に

一 

蓮

生

は
す
し
ょ
う
ず

云
云
。 

そ
こ
で
（
し
か
し
）、
そ
の
悪
人
の
子
孫
（
広
く
後
世
の
人
、
今
世
の
私
達
）
が
亡
く
な
っ
た
人
の
名
を
呼
ん
で
救
済

の
呪
文
を
唱
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

（「
纔
至
七
遍
」
を
次
の
３
と
お
り
想
定
し
ま
し
た
。
） 
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煮
え
滾
る
銅
及
び
熱
く
溶
け
た
鉄
の
海
＝
＝
＝
阿
鼻
叫
喚

あ
び
き
ょ
う
か
ん

の
地
獄
が
、
突
然
と
し
て
八
功
徳
の
水
で
満
た
さ
れ
た
池
に

変
わ
り
、
そ
こ
に
蓮
が
生
え
極
楽
浄
土
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
亡
者
（
悪
人
）
は
極
楽
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
さ
ら
に

は
神
咒

し
ん
し
ゅ

を
唱
え
た
こ
の
世
の
人
も
幸
せ
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

☒
６ 

安
永
七
戊

戌
年
十
月
十
五
日 

村
山
郡
平
清
水
村
妙
現
尼 

安
永
７

戊
つ
ち
の
え

戌 い
ぬ

年
（
西
暦

1778

年
）

10

月

15

日
、
村
山
郡
平
清
水
村
妙
現
尼
（
お
ゆ
き
）
が
願
主
と
な
っ
て
建
立
し

た
も
の
で
す
。 

 ＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

 

以
上
の
意
訳
に
当
た
っ
て
、
一
番
思
慮
し
た
の
が
☒
５
「
纔
至
七
遍
」
部
の
意
味
合
い
で
し
た
。 

 

ポ
イ
ン
ト
は
「
遍
」
の
読
み
方
は
如
何
に
！
で
す
。（
※1
）

遍
あ
ま
ね

く
と
み
る
か
、（

※2
）

度
数
を
数
え
る
語
と
し
て
み
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
こ
の
二
通
り
に
つ
い
て
考
え
て
見
ま
し
た
。 

    

✓

1

 

そ
の
時
、
細 さ

さ

や
か
で
も
、
仏

教
の
経
典
に
説
か
れ
る
七
つ
の

宝
（
七
重
宝
樹
）
の
全
て
を
捧

げ
る
が
如
く
の
無
私
・
純
粋
な

気
持
ち
を
持
つ
な
ら
ば
、 

✓

2

 

そ
の
時
、
細 さ

さ

や
か
で
も
、
七

つ
の
宝
（
七
重
宝
樹
）
が
み
ん

な
に
行

き

渡

る

よ

う

に

(

届
け
ら
れ
る
よ
う
に)

、

無
心
に
無
償
の
愛
を
以
っ
て
祈

る
な
ら
ば
、 

✓

3

 

そ
の
時
、
僅

わ
ず
か

か
に
た
っ
た

７
回
そ
の
呪
文
を
唱
え
れ
ば
、 
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その１； 

☒５の✓1・✓2の理解を援ける根拠についてです。 

 

（※1）「遍
あまね

く」と理解した場合です。「https://www.ameba.jp/」を参考に図(表)－7 のとおり整理し

ました。 

 

 思うに、佛教においては、七
、
（七宝の七）と八

、
（八功徳の八）を組合せて、相関対

つい

を意識して重用し

ていることが窺われます。 

 私は、✓1～✓3（前頁下段）の中で、✓2 の解釈を適切（ベター）ではないかと思っています。 

 

その２； 

☒５の✓3の理解を援ける根拠についてです。 

 

（※2）「度数を数える語」として理解した場合で

す。図－8 は平泉寺難波住職から頂戴したとある御経

本の一部ですが、「光明真言とは・・ 纔
わずか

に一遍
、
を誦

すれば・・・」がヒントになって、「七遍」を七度、

七回と解釈することにしたものです。 

 

 

 

 

 

図(表)-7 

『阿弥陀経』の一説に「極楽国土 有 七
、
宝 池

(うしっぽうち)
 八

、
功 徳 水

(はっくどくすい)
 充 満 其 中

(しゅまんごちゅう)
」が

ある。 

極楽の国土には、七の
、、

宝（七重宝樹）の池があり、その中には八つ
、、

の功徳の水が充満している。 

 

・七つの宝とは、①金、②銀、③瑠璃
る り

、④玻瓈
は り

、⑤硨磲
し ゃ こ

、⑥赤
あか

珠
だま

、⑦碼碯
め の う

 

 

・八つの功徳とは、①澄
ちょう

浄
じょう

、②清冷、③甘美、④軽軟、⑤潤
じゅん

澤
たく

、⑥安和、⑦除
じょ

飢渇
き か つ

、⑧長養諸根

（根とは六根のこと） 

 

須弥山－－－古代インドにおける世界観の中心にそびえる聖なる山－－－を囲む七つ
、、

の海にある。 

図-8 



14(ohnuma kaoru) 

４．石工のこと 

 

同塔の南面右下の台座には、図 5－9 のとおり「石工 片岡仁兵衛」「林門兵
？

衛
？

」と刻字されていま

す。 

 「信州石工 出羽路旅稼ぎ記（村山民俗学会）」によ

ると、石工の片岡仁兵衛は、信州は高遠から来た人達

の一人（親分）ではなかったかという説を記述してい

ます。 

 片岡家は山形市旅篭町（今の山形新聞社駐車場）に

屋号を「信濃屋」として石工を開業していたが、昭和

49（1974）年廃業したとのことです。 

 

 なぜ、山形に信州の石工なのか？ 以下は私の要約

です。 

 ・最上義光（最上氏第 11 代当主、出羽山形藩の初代

藩主）に請われて山形城の石垣築造に関わった？ 

 ・集団出稼ぎで来た？ 

 ・保科正之（会津松平家初代⇒信濃国高遠藩主⇒出

羽国山形藩主⇒陸奥国会津藩初代藩主）の山形転

封に従って来た？ 

 

などの諸説があるようです。 

 

 建立以来 240 年以上経過しているが、刻字が明瞭であります。安っぽいデジカメでも図－３a～図－

６a のように撮影出来ます。良質の堅い石を探し深く掘ったという腕利きの良い石工の職人技の技量表

出と思っています。 

 なお、本件宝篋印塔については、前出同本には記載されていません。 

 

５．「宝篋印陀羅尼経」の一節 

 

 標記の経をキーワードとしてインターネット検索した結果についてです。 

「SAT 大正新脩大藏經テキストデータベース」－－－東京大学大学院人文社会系研究科次世代人文学

開発センター－－－サイトに次頁図－10 のところが載っていました。 

 同図において、下線の部分は前記 11頁☒４・☒５の節と一致します。 

したがって、「宝篋印陀羅尼経」の一節（一部）を取り込んだということは分かりました。 

 

 

図-9 
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着目個所 

図-10 
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６．梵字配置のこと 

 

本件のものは、前記図－3ab～図－6ab の上部に記載したとおりです。 

梵字の配置は、図(表)－11 中「本件現状(B)」のとおりで、《歴史&宗教No024》に記載した基本配置

（向き）とは異なっていることに気付きました、なぜなのか？  

その理由は《歴史&宗教 No012》に記載したとおり、明治 35(1902）年と 38(1905）年の台風で、本

件塔周辺にあったお堂が崩壊したとあります。その時には、それよりも古い安永７
1 7 7 8

年に建立された本件

宝篋印塔も、頭部の欠落を見れば分かるように被災した－－－頭部の一部からして倒壊したのではなく

倒木なのでしょう。したがって、修復工事の時に向きを間違えて現在の様になったということでしょう

か。 

 

  基本配置(A)と現状(B)の相関に着目します。本件現状をよく見ると、梵字の順序は
、、、、、、

基本配置から 90

度左回転しています。さらに「文章の初め」と「終わり」が基本配置とは異なることに気付きました。

つまり、本来の基本対応からすれば、阿閦如来から始まり不空成就如来の位置で終わるべきなのです。 

そもそもの金剛界曼荼羅の宝筐院信仰は密教範疇にあり、太陽が昇る東方を正位とし、その面が文章

（銘文）の始り面となるのが基本ですが、そうなっていません。 

とにかく、[
㋐施主・発注者・管理者の知識薄弱、傲慢さ、阿呆な業者への丸投げ姿勢、かつ、

㋑受注者・受任者の関心薄弱、手抜き・その場しのぎ             
] 

が相まって、このようにデタラメな結末になります。昔から世の中万事このとおりです。昨今は責任

の擦
なす

り付けと非難の応酬合戦で、度が過ぎて恨み・辛
つら

みから殺傷事件です。 

なお、当然ですが、胎蔵界曼陀羅４仏(中央に配置する本尊の大日如来を含めて５仏という。) につい

ても照合して見ると、もちろん一致・該当しません。 

 

（end） 

図(表)－11 

地理上の 

方位 
東面 南面 西面 北面 

梵字基本配置 

(A) 

阿閦
あしゅく

如来 宝生
ほうしょう

如来 阿弥陀如来 不空
ふ く う

成就
じょうじゅ

如来 

1 (文章の初め)→ 2→ 3→ 4→(終わり) 

本件現状 

(B) 

（以下は梵字の配置） 

宝生如来 阿弥陀如来 不空成就如来 阿閦如来 

（以下は銘文・碑文の起承転結の刻字順序） 

4→(終わり) 1 (文章の初め)→ →2 →3 


